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10月行事予定
１ 金 ﾁｬﾚﾝｼﾞﾀｲﾑ

委員会⑥
２ 土
３ 日

４ 月 読書

５ 火 朝会

６ 水 ﾁｬﾚﾝｼﾞﾀｲﾑ

７ 木 おはよう運動

８ 金 ﾁｬﾚﾝｼﾞﾀｲﾑ

ボート体験(4・5年)

クラブ⑥
９ 土

１０ 日
１１ 月 読書

登校指導 安全点検
１２ 火 運動会練習

就学時健康診断

児童下校13:10

１３ 水 ﾁｬﾚﾝｼﾞﾀｲﾑ

ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ来校
１４ 木 運動会練習

藍染体験(3年)
１５ 金 運動会練習

１６ 土
１７ 日
１８ 月 お話し会123年

職員会議

１９ 火 短学活

校外学習(1・2年)

２０ 水 運動会練習

ＰＴＡ本部会

２１ 木 運動会練習

校内授業研究会

２２ 金 運動会練習

ふれあいデー

２３ 土
２４ 日 第2回資源回収

２５ 月 読み聞かせ456年

２６ 火 なかよし班活動

２７ 水 運動会練習

劇団角笛公演

２８ 木 運動会練習

２９ 金 運動会練習

運動会前日準備
３０ 土 ムランピック2021

（村君小運動会）

３１ 日
※１１／１(月)は、振替休業日

なお、感染状況により予定が変

更する場合があります。

第２回避難訓練 ９月１日(水)
９月１日の防災の日に合わせ、第２

回避難訓練を実施しました。低・高学
年に分かれ、プレイルームで気象庁の
防災啓発ビデオ「急な大雨・雷・竜巻
から身を守ろう」を視聴しました。自
分の大切な命を自分で守るために、ど
んな行動をしたらよいかを考える機会
となりました。御家庭でも災害への備
えについて、話し合ってみてください。

３・４年生校外学習 ９月１５日（水）
２年ぶりのバスに乗って出かける校外学習、事前の健康

観察や感染予防対策をして実施しました。はじめの「県立
川の博物館」では、荒川に関する展示物の見学や荒川わく
わくランドで水遊びを行いました。次に、「埼玉伝統工芸
会館」に移動して、和紙づくりを体験しました。後日、自
分でつくった和紙が学校に届き、実物を手にした子どもた
ちからは、感動の声があがっていました。

秋の全国交通安全運動
９月２１日から３０日まで、秋の全国

交通安全運動が行われました。期間中、
児童の交通安全指導とともに、教職員の
交通安全についても声をかけ合いまし
た。また、２１日（火）から７日間、交
通安全協会村君支部の皆様と羽生警察署
員の警察官が、児童の登校時刻に合わせ、
校門付近で見守り活動を行ってください
ました。いつもありがとうございます。

学校と家庭をつなぐオンライン授業 ９月２７日（月）
学習パソコンを持ち帰らせてのオンラ

イン授業を実施しました。初めての試み
のため、板書や資料の見せ方、子どもた
ちの反応の確認の仕方などの課題も見つ
かりました。緊急時での活用に備えて、
よりよい方法を検討していきます。

絵を描く会校内展示
子供たちがそれぞれの思いを描いた作品を各クラスの廊

下に展示します。是非、この機会に御覧ください。
●１０月１日（金）～１１日（月）15:30～16:40

インフォメーション

農業への興味・関心を高める活動 稲刈り体験から 校長 鳥海 一寿
黄金色に稲穂が実り、米の収穫の時期になりました。羽生市では昔から農業が盛んで、

毎年8000トン以上の米が生産されています。令和2年度の10アール当たりの収穫量は514kg

と、埼玉県内でもトップクラスの生産量を誇ります。雄大な利根川の水が田畑を潤して、

豊かな恵みをもたらしているのです。

しかしながら、農業の後継者不足、米の消費量の減少、スマート農業の推進など、今後

の農業については多くの課題があります。我が家でも、両親が米づくりをしていましたが、

ここ数年は近所の人にお願いしています。他の仕事をしながら農業をしている人、新たに

農業を始めた若い人の話を聞くと、尊敬の念を抱きます。

９月１７日に、学校北側の折原秋男様の田んぼで稲刈り体験を

しました。子供たちは、慣れない手つきで、鎌で稲を刈る感触を

感じ取っていました。また、５月に田植えをした稲が大きく生長

し、稲の実りを実感する機会にもなりました。

貴重な体験活動に御協力いただいた折原様に感謝申し上げます。

村君地区には田園が広がり、田んぼの稲や稲刈りなどの農作業

の様子を見ている子がほとんどです。さらに、米づくりをしてい

る御家庭では、田植えや稲刈りの様子を見たり、手伝ったりしている子もいるはずです。

しかし、米づくりでどんな作業をするのかを知らない子も増えているように感じます。

田植えや稲刈りの体験をすることで、農業への興味・関心を高めたり、米づくりの素晴

らしさや苦労を学んだりすることができます。また、日頃食べている米がどのようにつく

られるのか理解し、感謝する気持ちを育むことができます。稲の生長や米をつくる人の工

夫や努力を感じながら、新米を食べてほしいと思います。

【子どもたちの感想から】

・折原さんがいねのかり方を「親指を上にして、かまで下の方を切るんだよ。」と教えてくれ

ました。大人はスルーと切れるのに、子どもはガクガクガクします。かまの先で切ると、

上手にできました。とても楽しかったです。（３年 萩原 瑚心）

・折原さんの話を聞いてから、いねかりをしました。まずは、手でちょっとだけ上の方を

持ち、かまを下の方にしました。お話のとおりにしたら一本とれました。２回目はうまく

できました。またやってみたいです。（３年 生艸 駿斗）

・折原さんが教えてくれたので、前やった時よりもコツがつかめて上手にできました。５月

に植えた小さななえが、こんなに大きくなるとは思いませんでした。わたしは、このお米

はとてもおいしそうだなと思いました。（４年 栗原 志緒莉）

・大人の人は、らくそうにいねかりをしていましたが、ぼくがやると、とてもかたくて大変

でした。でも、２回目になると、だんだんコツが分かってきたので、とてもうれしかった

です。また、来年もやってみたいです。（４年 伊東 頼生）




